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巻　頭　言
「幅広い視野と活動から共創する力へ」
近頃デザインに関心を持ち始めた娘から，時々展覧会に誘われるようになりました。娘から
すれば自分のお財布を開かずにアート鑑賞をしたいということでしょうが，親としては大人へ
向かう年頃の娘との時間の共有はますます貴重なものになるように思えて，なるべく付き合う
ようにしています。今回は，「フォルチュニィ展」へのお誘いでした。フォルチュニィといえば，
繊細で流れるようなプリーツが女性の自然な身体ラインを美しく表現する絹のドレス「デルフ
ォス」で有名なファッションデザイナーです。優れた機能性や貴重性，美しさから特別な素材
として古くから人々に愛されてきた絹を，誰よりも素晴らしく生かすことができた天才として
服飾史上でも目に留まる存在，というのが私の認識でした。しかし今回の大回顧展で様々な作
品を目にし，それは彼の単なる一面をとらえたものに過ぎないことを知りました。20 世紀初
頭に活躍したマリアノ・フォルチュニィ（1871-1949）は，ドレスやテキスタイルなどの服飾作
品だけではなく，絵画，版画，彫刻，写真，インテリア，舞台芸術など実に多彩な創作活動を
行う総合芸術家・デザイナーであり，さらにはエンジニア，発明家としての顔も持つ人物でし
た。その活動範囲は，稀代の大天才として知られるレオナルド・ダ・ヴィンチを彷彿とさせます。
彼はドイツの音楽家ワーグナーの作品に触れ，その芸術の統合性に影響を受けたとされていま
すが，スペインのグラナダに生まれ，フランス・パリを経てイタリアのヴェネツィアへの移住
と，3 つの異なる国や土地柄の文化に触れた彼自身の生い立ちや生活も，活動を広げる要因に
なったと考えられ，そのマルチな才能は多様化が進む現代社会でもフィットすると感じました。
また先日は，この時期恒例の学会の年次大会に参加し，MBT リンク代表取締役社長の梅田
智広氏の特別講演からも，今後の社会にとって大切と思われることについて大いに啓発される
ところがありました。MBT リンクは，奈良県立医科大学が進めてきた医学を基礎とするまち
づくり MBT（Medicine-Based Town）におけるサービスを，実際に進めるために昨年秋に作ら
れた大学発のベンチャー企業です。人々が身に着ける小型の計測装置から血圧や心拍などの個
人データがクラウドに蓄積され，健康上の生活アドバイスや医療機関の診断に活用されるシス
テムを試験的に運用しています。梅田氏の経歴はユニークで，基礎工学，医学，デザイン工学
を学ばれ，医学博士や技術経営修士の資格を持ち，職業としてはマテリアルや光学のメーカー
企業での勤務，大学での教歴も工学や医学，政策メディアなどバラエティに富んでいます。彼
の話で印象的だったのは，「様々な分野を学び，多くの人と知り合って協力できたことで，い
ろいろなアイデアが実現でき今に至っている」という共創の概念でした。
ダ・ヴィンチやフォルチュニィのような多彩な力を持つ人は限られるとしても，狭い範囲に
とらわれず様々なことに関心を持ち，多くの人とコミュニケーションを持つことで得られる総
合力や視野の広さは，既成の価値観を超えて新しく変化が進む現代社会にとっても有効であり，
そこから発展させた共創力は可能性を広げるためのカギではないかと思います。
環境デザイン学科は，来年度から環境デザイン学部として独立し，これまでの生活を中心に
したデザインから，人・社会・環境といったより広い範囲で，デザインにできることを探求し
ていきます。そのための共創力を育み外と繋がる新しい試みとして，学科の持つ設備機器や人
的資源を活用したオープンラボの開設を目指して現在準備中です。ラボでは各教員が持つ強み
を生かしたワークショップの開催もその特徴として検討しています。今年度導入した新しいカ
リキュラムと合わせて，多様化が進む社会に対応できる柔軟で視野の広い人材を育成する仕組
みづくりを進めたいと考えています。新しい出発を間近に控えた今年度の学科紀要を，多くの
皆様にご高覧いただければ幸いです。 （環境デザイン学科長　石垣理子）
